
【機密性２】
本日の御議論頂きたい内容について

■前回WGの御議論において、義務付けるドライブレコーダーの機能案は、指導・監督にお
ける活用、事故原因の究明の観点から妥当との結論。
⇒ ドライブレコーダーの性能要件を検討

■ドライブレコーダーの耐久性や事故予防に資する運転支援機能（車線逸脱警報、長時間
運転警報等）の追加について、コストを踏まえて、上記性能要件に併せて検討。

項目

車両前方の交通・道路状況（前方映像カメラ）

車両側方の交通・道路状況（側方カメラ）

運転者の挙動・状態（運転席側カメラ）

乗客の状況（客室用カメラ）

車両に生じる加速度（Gセンサー）

走行速度（速度センサー）

時刻

運転者席付近音声（音声センサー）

位置情報（GPS）

改ざん・不正操作防止

●義務化するドライブ
レコーダーの要件
とする。

●義務化するドライブ
レコーダーの要件
としない。

前回の議論

■ドライブレコーダーの性能要件を
検討。

【検討に当たっての視点】
・指導・監督、事故原因の究明に必
要な性能を確保
・安全運行に努めている事業者へ
の配慮（既にドライブレコーダーを
導入し、安全運行に努めている事
業者に過剰な負担とならないこと）
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耐久性

運転支援機能

本日の議論

●コストを踏まえて、ドライブレコーダーの性能要件に併せて
検討。

資料１



ドライブレコーダーによる指導・監督とドライブレコーダーの性能要件

ドライブレコーダーの性能要件案
（第１回WG結果に基づく）

車両前方の交通・道路状況（前方映像カメ
ラ）

運転者の挙動・状態（運転席側カメラ）

運転者席付近音声（音声センサー）

車両に生じる加速度（Gセンサー）

走行速度（速度センサー）

時刻

改ざん・不正操作防止

ドライブレコーダーを活用した指導・監督案
（第２回指導・監督改正WG 資料４）

適切な車間距離を保った運行

法令遵守の確保

運行経路において実際に生じたヒヤリ・ハット体
験の共有、危険予知

急ハンドル・急ブレーキの危険性の再認識

個々の運転者の不安全な運転特性の是正

安全運転状況の把握及び評価

危険回避、緊急時対応の事例の共有
（事務局追加案）

 貸切バスの運転者に対し、ドライブレコーダーを用いて行うべき指導監督案について、第２回「貸
切バス運転者に対して行う指導及び監督の改正検討WG」（以下、「指導・監督改正WG」）にお
いて整理。

 「指導・監督改正WG」で整理された指導監督案の各項目について、前回WGにて整理したドライ
ブレコーダーの各性能要件が、それぞれ対応。
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